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はじめに

財団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協会では、 21 世紀ひょうご創造協会の
業を引き継ぎ、 平成1 0年4月から震災関連資料の収集 ・ 保存事業を行って
きた。 同年6月には「震災資料の分類 ・ 公開の基準研究会jを設置し、 さら
に 平成1 1 年8月に「公開基準検討部会」を発足させ、 震災関連資料に係わ
る諸課題について検討を重ねてきた。 平成1 3年度からは名称、を「震災資料
の保存 @ 利用、 及び活用方策研究会」に変更し、 研究活動を継続した。

震災関連資料の収集 ・ 保存事業及びそれに係わる研究活動の成果は、 平成
1 4年4月に誕生する「人と防災未来センターJ に受け継がれることになっ
ている。 本報告書は、 それを機に、 従来からの活動成果が継承されることを
願って作成したものである。すでに平成1 3年3月に、 r w震災資料の分類 ・
公開の基準研究会』報告書J が刊行されている。 本報告書では、 新たに平成
1 3年度の活動成果を盛り込むとともに、これまでの全活動を簡潔にまとめ
るという趣旨にもとづき、 さきの「報告書J が対象とした期間の活動成果を
もふくめて収載した。 本報告書は、 当研究会の部会メンバーと事務局が分担
執筆し、 当研究会 ・ 部会の合同研究会での検討を経て、 研究会リーダ一端信
行、 サブリーダー芝村篤樹が調整と補正を行い作成した。

あの未曾有の災害から7年余りが経過した。 阪神 ・ 淡路大震災の経験は、
今後の防災のあり方はもちろん、広く 21 世紀社会を考える上で重要である。
そして、震災経験を伝える基礎となるのが震災関連資料である。われわれは、
震災関連資料が国内外のI幅広い分野の研究者に活用されるに止まらず、 何よ
りも被災した人々が自らの経験の意味を探る糧となること、さ色に国内外の
一般市民の活用を期待し、 それが可能となる方策を模索してきた。 本報告
が、 今後の「人と防災未来センターJ の活動に役立てられるとともに、 震災
経験の継承、 震災資料の保存 ・ 活用に関心を有する人々にいくらかでも樟益
することができれば幸いである。
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震災資抑事業の基本的課題



第1重量 麓j築資料事業の基本的課題

1 震災資料と収集事業の特徴

阪神 ・ 淡路大震災の資料 ・ 記録を保存しようとする動きは、 震災の勃発
の後、 早くから様々な団体 ・ 個人によって始まった。 本事業の前 身となる
2 1 世紀ひょうご創造協会の活動もその一環であった。 このような動きの
背景には、 今回の大震災が成熟した都市社会を襲った未曾有の災害であり、
今後の防災対策を考える上のみならず、 広く政治や行政、 社会や生活のあ
り方にとっても歴史的な経験だとの思いが存在したと言える。

災資料とは、 阪神 ・ 淡路大震災の被災と復興に関する、 行政 ・ 団体 ・
個人などが作成した様々な文書資料、 映像資料、 記録などや実物資料など
をさす。 しかし、 震災資料の全容を把握することは困難である。 一つは、
阪神 ・ 淡路大震災に関する資料は、 個人の居所を示す板切れから、 諸外国
の公文書や外国新聞の報道に至るまで、 その範囲は極めて広範 ・ 多様であ
ったことである。 もう一つは歴史資料については、 保存されている場所や
そのあり方、資料についての学術的な位置づけが一定の蓄積の 中で行われ
ているのに対して、 最近年の、 しかも主として民間出所の資料を収集保存
しようとするのは、例のない試みであったことである。 このような収集保
存についての学問的な研究は、 ほとんど行われていないのが実状である。
一部の研究分野を除いて、 もともと一次資料(原資料)に基づく研究経験
が十分ではないという日本の学問状況も相まって、 震災一次資料の奴集 ・
保存に対する社会的認知を得るには多くの困難を伴った。

ここから、 震災資料保存の事業は、 どのような資料が大震災の実像を 明
らかにするために必要なのか、 そしてそれをどのように収集するのかとい
うことについての検討を重ねながら、試行錯誤を繰り返しつつ実施される
こととなった。 震災資料の収集 ・ 保存活動それ自身が、 阪神 ・ 淡路大震災
の全体像を 明らかにするという研究の 一環として、 新たな資料収集論や保
存論、 資料(史料)論について検討を加えつつ展開されたのである。

さらにこの事業は、 多くの機関や団体 ・ 個人とのネットワークに支えら
れて実施されたところに特徴があった。 尼崎市立地域研究史料館のような
市町村文書館や、 歴史資料ネットワーク、 ‘震災 ・ まちのアーカイブなどの
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ボランティア団体との協力関係を築き、 節目ごとに関係機関・ 団体と連携
して研究会を開催するなどによって、 震災資料の収集 @ 保存事業について
の認識を深め広めつつ事業を展開した。 また、 団体・ 個人との信頼関係を
築くなかで、資料の所在情報をはじめとする震災資料についての情報を
積し、 収集を進展させた。 このような方法は、 平成1 2年鹿にはじまった
雇用促進事業にもとづく大規模な資料所在調査においても継続された。

2 研究金 園 部会活動のあり方

「震災資料の分類・ 公開基準研究会」が設置された 当初は、 震災資料の
分類・ 公開などについて技術的な研究を行うことが予定されたが、 さきに
述べた震災資料の特徴から、 どのような観点から、 いかに資料の収集をす
るのかという基本的な方策と併せて具体的に資料の収集 @ 保存について考
察することとなった。 同研究会の部会が設置された後、 部会では実務的な
課題についての検討を行うとともに、基本的な方策についても活発な論議
がなされた。

震災資料事業を継承する「センターj構想が進展するなかで、 研究会 @
部会においてそのあり方についての検討を重ねた。 阪神・ 淡路大震災記念
協会の「阪神・ 淡路大震災メモリアルセンター基本構想J ( 平成1 0年3
月)は、 fセンター」について三つの基本的性格を打ち出した。 第ーは、
阪神・ 淡路大震災の体験と貴重な教訓|を将来に継承すること、 第二は、 情
報発信により世界に貢献すること、 第三は震災からの復興のシンボルとな
ることである。

「センター」は、 この構想、によると、 大きく阪神 @ 淡路大震災の記櫨の
継承と共有、 それに都市における危機管理意識 @ 防災体制整備 @ 防災に関
する人材養成の二つの柱からなるとされている。 震災資料の保存 @ 利用、
及び活用の問題は、記憶、の継承と共有という第一の課題の基本をなすもの
であるとともに、 防災が人々の意識を介するという点では、 第二の課題の
基礎となるものでもある。 研究会 @ 部会では、 以上の意味で、 震災資料の
収集・ 保存事業は「センター」の大きな柱だとの認識のもとで、 後に記さ
れているようなそのあり方についての認識を形成していったのである。

平成1 2年度から雇用促進事業に基づく大規模な資料の調査事業が関
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始されるに及んで、 研究会 ・ 部会では、 その進め方について検討した。 資
料調査の経験のない、しかも6ヶ月雇用という条件で働く人々が資料調査
を行うのは、 これまでの常識を超える事態であった。 それだけに予想され
るデメリットを最小にし、集 中的に大規模に調査をおこなうメリットをな
す方法について、 填重な検討が加えられた。 もともと研究会 ・ 部会の討議
は、3人の専門嬬託員をはじめとする記念協会での実践や検討の成果を基
礎として行われる場合が多かったが、この大規模な所悲調査事業に関して
は、 とくに事業の実施過程で生起した多くの問題について検討された。 そ
して、 応募した調査員の努力と相まち、 事業は予想以上の成果を挙げると
ともに、 資料の収集などに係わる貴重な知見を得ることができた。
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第2震

ごれまでの活動経越



事襲2重量 これまでのi霊童書鰹過

1 麓災資料の収集

川 被災地に おける 資 料 ・ 記録の収集

震災とその後興に関する資料 @ 記録の収集は、 震災から約 2か丹後から
はじまったo 今回の震災では、 さまざまなボランティアのめざましい働き
があったが、 資料収集の分野でも、 こうしたボランティアの活動や、 図
館によるこれまでの業務の枠を超えた活動が先駆けとなった。

平成7年3月、 ボランティアの活動を残そうと、 阪神大震災地元NGO
救援連絡会内に震災 @ 活動記録室が設けられ、 5月には「ゃったことを記
録に残すボランティア大集会」が開催された。

同じく 5月には神戸大学附属図書館震災文庫が本格的に活動をはじめ、
籍の購入とともに、 ピラやチラシを含めた資料の寄贈を広くー椴に呼び

かけた。 兵産県立図書館、 神戸市立図書館でも、 一次資料をふくむ収集活
動を開始した。 これらの図書館では、「アーキゼスト的な要素を含みJ、「本
来の業務に加えてボランティアベースで試行錯誤的に経験を積みながらj
震災資料の収集 ・ 整理を行った。 また、 自治体、 図書館、 史料保存関体に
属する有志や歴史研究者などの間で相互協力がはじまった。

(2) 2 1世紀ひょうご創造協金 に おける事業

成7年1 0月、 兵庫県の外郭団体の「財団法人 21 世紀ひょうご餅造
協会J は、 兵庫県より「震災復興資料・ 記録収集等事業jの委託を受け、
県の復興計画の一環として、 震災資料の収集 e整理をはじめた。

この事業は、 さまざまな分野の震災資料の収集 @ 分類整理・ 保存をおこ
ない、 これらの情報を一般に公開・ 提供し、 並行して震災復興誌を編纂し
ようとするものであった。 創造協会は、f資料 @ 記録の散逸を防ぎ、 総合的
に永久に保存し、 震災の記櫨を風化させず、 兵庫県、 被災市町、 県民こぞ、
つての創造的復興の糧となる 『関かれたデータベース�J 作りをめざすこと
をうたい、 永続的な保存、 資料の一般公開や情報提供のネットワークシス
テム作りを表明した。

また、 単に資料の提供を待つだけではなく、 平成8年1 2月には資料の
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調査 ・ 収集などにあたる専門嘱託員3人を採用し、 避難所や仮設住宅、 ま
ちづくり協議会などに派遣して、 穣極的に一次資料の収集にも取り組んで
いった。

(3)阪神 ・ 淡臨大震災 記念協会における事業と研究会の開催

平成9年1 2月、 兵庫県及び神戸市をはじめとする被災1 0市1 0町に
より、 ( 財)阪神 ・ 淡路大震災記念協会(以下f記念協会J)が設立された。
記念協会は、 f阪神 ・ 淡路大震災に係る既存情報の収集整理 ・ 保存jを事
業の主要な柱と位置づけ、 平成1 0年4月より、 創造協会が行っていた震
災資料の収集事業を引き継いだ。

記念協会では、 創造協会の収集事業を継続するとともに、 震災資料の分
類や公開基準などを検討するため、 平成1 0年6月から「震災資料の分類 ・
公開の基準研究会J を設潰した。 平成1 1 年8月には研究会に公開基準な
ど、 資料に係わる具体的な問題を検討するための検討部会が設けられ、 平
成1 3年度からは研究会の名称を「震災資料の保存 ・ 利用、 及び活用方策
に関する研究会J とし、 資料の活用を含めた検討を行うことになった。

「資抑l 研究会 ・ 部会委員名簿j

(4)緊急地域麓吊特別交付金事業

収集事業は、 平成1 2年6月から約 2年間、 国の緊急地域雇用特別交付
金事業として、 兵庫県による大規模調査に発展していった。 この調査事業
は、 資料調査の経験はないが、 民間で様々な仕事を行ってきた人々による
大規模調査であった。 雇用創出事業であるため、 麗用期間は最長6ヶ丹、
再雇用はなしとの条件があり、 調査期間は4期に分けられた。 募集 ・ 運営
管理は人材派遣会社が、 事業の企画 ・ 指導は記念協会が、 それぞれ兵庫県
から委託をうけ、 l期あたり約1 1 0入、 のべ約44 0人が調査員として
働いた。

記念協会の役割は、 事業全般の企画と、 調査に伴って収集した資料の整
理 e 保存が 中心となり、 平成8年1 2月から3名の専門嘱託員が行ってき
た震災資料調査も、 “マニュアル" に基づく大量調査となった。

この事業によって、 平成1 4年 2月末現在、 入力偲票件数で約7万3千
点の資料が収集され、 創造協会や記念協会で収集された資料を含めると、
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約1 6万点の資料が入力された。 これらの資料は平成1 4年4月にオープ
ンする「人と防災未来センター」に移管される予定となっているo これら
大量の資料については、 データベース化も進めており、 約1 2万8千点の
写真データ等の入力など、 防災未来センターでの資料検索が容易になるよ
うに準備を進めている。

f資抑2 一次資料の JfJZJ定 次 況j

2 r 震災資料の分類 ・ 公開の基準研究会jの経過

平成1 0年度から平成1 2年度までの3年間にわたって「震災資料の分
類@ 公開の基準研究会」を開{住し、 平成1 1 年度からは公開基準などを検
討する公開基準検討部会を設立したO 本研究会@ 部会での活動内容につい
ては、 平成1 3年3月に発行したn震災資料の分類@ 公開の基準研究会j
報告書~ 阪神・淡路大震災関連資料の活用に向けて�� にまとめられてい
る。

(1 )醗 究会の開催 (平成1 0年産"-' 1 2年震 計1 9由)

端議長を 中心とした8名の委員及び 2名のオブザーパーにより、 震災資
料の収集、 整理、 保存、 公開に関わる基本的な課題について検討した。

開 鑑 日 時 議 題
第1 回 平成1 0年 (1)研究の進め方

6月3 0日 ( 2)資料整備の基本的方法
第 2回 7月3 0日 (1)資料収集 ・ 整理の現状と課題
第3回 1 0月 5 B (1)資料収集 ・ 理の現状と課題

(2)資料の分類
第4回 1 1 月 27日 (1)資料の分類

(2)市民参加型イベントのあり方
第 5回 平成1 1 年 (1)資料の分類

2月 5日 (2)資料の公開基準
第6回 3月1 6日 (1)資料の整理 ・ 分類

(2) 中間まとめ
第7回 6月1 1 日 (1)平成1 1 年度研究会の進め方

(2)資料 の配架状況
( 3 ) 一次 料リスト

(4)公開基準検討部会の設
(5)臨神・淡路大震災メモIJHtンタ}基本構想
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第8回 7月1 3日 (1)震災資料のデジタル化
(2)震災資料収集の対象 @ 範閤

第9回 9月 1 日 (1)公開基準検討部会(第1 回)の検討結果
(2)震災資料の展示

第10回 1 1 月 1 B (1)公開基準検討部会(第2回)の検討結果
(2)一次資料の分類 ・ 整理に関する論点
( 3)地元における震災資料の展示

第11回 平成1 2年 (1) 阪神 ・ 淡路大震災資料の整理(案)
l月2 5日 (2)販神 @ 淡路大 災記念協会における資料取

り扱いに関する要綱(案)
( 3)震災資料収集事業計画(案)

第12回 3月 3日 (1)震災資料収集事業計画(案)
第1 3回 平成1 2年 (1)平成1 2年度研究会の進め方

4月1 1 日 (2)震災資料駅集事業
第14回 5月23日 (1) 災資料の整理 ・ 保存方法

(2)メモリアルセンターにおける震災資料の
活用方策の検討

第15回 7月24日 (1)震災資料の分類基準
(2)メ モリアルセンターにおける震災資料の

活用方策の検討
( 3)兵蕗県行政資料 ・ 記録等収集事業

第16回 9月 1 日 (1)メモリ7JH:ン夕日における資料の活用方策等

第17回 1 1 月2 0日 (1) j t 1)7 JH:ンターにおけるライブラリー及び一
次資料の公開手111員

(2)震災資料保管場所の区分
第18四 1 2月1 8日 (1)メモ1)7Jvtンターにおける資料の活用方策等
第19西 平成1 3年 (1)メモリ7Jv tン夕日における資料の活用方策等

3月 5日

(2)検討部舎の開催 (平成11----12年度 計1 3賠)

芝村委員を 中心とした4名の学識者で構成する公開基準検討部会にお
いて、 震災資料の異体的な公開基準などを検討した。

開 催 日 時 議 題
第1 回 平成1 1 年 (1)一次資料の収集状況について

8月23日 (2)震災資料の公開基準について
第2回 1 0月 4日 (1) 震災資料の寄贈 ・ 者託 ・ 借用取り扱い要領

案について
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第3回 1 1 月 8日 (1)阪神 ・ 淡路大震災記念協会資料の寄贈 ・ 寄
託 ・ 借用取り扱い要領(案)及び阪神 ・ 淡
路大震災記念協会における資料取り扱い
に関する要綱(案)について

第4回 1 2月27日 (1)阪神 ・ 淡路大震災記念協会における資料取
り扱いに関する要綱(案)について

(2)震災資料収集事業計画(案)について
第 5回 成1 2年 (1) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会における資料取

2月28日 り扱いに関する要綱(案)について
(2)震災資料収集事業計画(案)について

第6国 3月24日 (1)震災資料根集事業計画(案)について
第7回 平成1 2年 (1)緊急増域雇用特別交付金事業の運営方法、

4月24日 メモìJ7 )H:ンターにおける震災資料の活用方策
の検討等

第8回 6月 5 B (1)緊急地域雇用特別交付金事業の運営方法、
メモリ7)H:ン夕日における震災資料の活用方策
の検討等

第9回 7月1 0日 (1)震災資料の分類基準、メモリ7)vtンターにおける
震災資料の活用方策の検討等

第10回 8月31 日 (1)震災資料調査事業における資料の保管
(2)メモリ7)V1:ンターにおける資料の活用方策

第11回 1 0月23日 (1)震災資料調査事業における公開の可否確
認項目

(2)メモリ7)vtンターにおける資料の活用方策等
第12回 1 2月 4日 (1)メモリ7)V1:ン夕日における資料の活用方策等

(2)兵庫県行政関連資料 ・ 記録収集等事業
第1 3回 平成1 3年 (1)震災資料目録作成に向けて

1 月29日
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3 r震災資料の保存@利用、投び活期方 策J親究金及び検討吉野金の経過

平成1 3年度より研究会の名称を変更し、「人と防災未来センターJ( 阪
神 @ 淡路大震災メモリアルセンター(仮称))における資料の公開や検索シ
ステム等についての検討を行った。

(1 

開催日時

第 1 回
平成1 3 年

6 月 5 日

第 2 7 月 24 日

第 3回 9月 1 8 S 

第 4回 1 1 月 1 3 日

第 5回
!平成1 4年

1 丹2 2 日

第 6回 3 月 4 日

議 題

(1) r阪 神 ・淡 路 大 災資 料データへ」ス」の構築 に つい て

(1)阪 神 ・淡 路 大 災メモ1) 7)しtン夕日 ( 仮称) に お ける 一次
資 料公 開 の流れ、資 料 の閲覧手続き に つ い て

(1) r阪 神 @淡 路 大 災 メモ1) 7 )v tン夕日(仮称) J に お ける 資
料 の 活 用 方 について

(2) r阪 神 ・ 淡 路 大震災データベースjの構築 に つ い て
(1) メモ1) 7 )vセンタ}に おける来館 検索システム 等 に つい

て
(2 )今後の検討課題 につい て
(1)震災資 料 の開架閲覧 に つ い て
(2) 次資 料 の 取 り 扱 いマニュアル につい て
(1) 次資 料 の 取 り 扱 いマニュアノレ に つ い て

(2)検討部舎の開催 (平成1 3年度 7翻)

開催日時 議 題

平成1 3 年 (1) r阪 神 ・ 淡 路 大震災資 料 データベースjの 構築 に つ い

第 1 回
7 月 1 0 日 て

(2) r阪 神 ・ 淡 路 大震災メモV71レセント ( 仮称) J に おける 次
資 料公開 の流れ について

第 2回
8月 24 日 (1)写真の公開判 別 方法 に つ い て

(2)一次資 料 ( 文 書 資 料 ) の公開判 別 方法 につ い て
9 月 7 日 (1)一次資 料 の公開半Ij 55iJ方法 に つ い て

第 3回 (2) 旗頭委員研 究 会 の 研 究成果の公開判別 に つい
て

4 
1 0丹 29 日 (1)大 の写 を 含む資 料 の入力の 取 り 扱 い に つ い て

(2)一次資 料 の検索システム に つ い て

第 5閤 1 2 月 3 日 (1)来館 者 検索システム に つ い て

第 6 平成14年 (1) 目 録 に 含 まれるプライベート情報 につい て
2 月 4 日 (2)一次資 料 の 取 り 扱 い に つい て

第 7回 3 月 4 日 研 究 会 と 合 間開催
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災資抑の収集e整理e公鰐



鱒3重量 草壁災資料の報室義島盤理箇公開

1 震災資料の収集

(1)調査の対象 圃 範酷

平成1 2年6月から約2年間行った震災資料調査事業では、 地域の被災
者、 復興公営住宅居住者、 ボランティア・支援団体・ 宗教団体、 まちづくり
協議会、 事業所、 団体・紐合、 学校、 インフラ関連などを対象に資料調査を
行った。 事業の実施に 当たっては、 調査のフローチャートや手jI[震を示した
マニュアルを作成した。

(j穿抑3 震災資押収集のためのチラシj

f資!Jf4 震災資抑調査事業のマニュアJl-- ) 

[盟意事項]
① 震災後まだ7年しか経過していない現状において、 震災資料は色々な

意味でf現用性jを有している。 従って資料の提供、 あるいは資料所在
情報の提供をなし得ない団体 ・ 個人も数多い。 もともと資料はー箇所に
収集することだけが意味あるのではなく、 団体 ・ 個人がそれぞれ保管し
保存することの重要性も認識する必要がある。 すでに調査したところ、
資料提供を受けたところをふくめ、 団体 @ 個人とのネットワークを維
持 @ 拡大していくことが重要である。

② 震災資料調査事業では、 1 0 0名以上の調査員による大規模調査とい
う利点をなして、 被災地全体を網羅的に調査し、 大量な資料を収集 @ 整
理して基礎的な目録をつくることができた。 結果として、 震災資料に対
する認識を社会に広めることにもある程度成功したと言える。

しかし、 緊急地域雇用創出特別交付金事業という性格上、 調査員の雇
用期間が最長Gヶ月に限られ、 習熟した調査員が継続的に事業に従事で
きず、 新規の調査員に研修を繰り返す必要があるなどの制限があった。
全体としては、 デメリットを踏まえた上でメリットをなせる工夫につと
め、 問題点も適宜修正しながら事業を進めることができ、 未経験者によ
る資料調査の先例になったと思われる。

③ 資料調査事業では、 資料の所在調査を 中心に計画していたが、 予想、を
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上回る震災資料が収集される結果となった。 しかし、 この結果で事業が
結するわけではなく、 震災資料の収集、 整理、 保存、公開などの業務

と調査研究については、「人と防災未来センターJ に引き継がれ、 本格
化されるべきである。

(2)資料の受け入れ

現在、 震災資料については明確に定義せず、 集まってくるものは原則と
して受け入れている。資料の受け入れは、提供先の意向に沿って、f寄贈J、
「寄託」、f借用(複写)J のいずれかの形をとっている。 資料が贈呈される
場合は「寄贈j、 保管するために預かる場合はf寄託J、 一時的に借用して複

し、 短期間のうちに返却することを「借用(複写)J としている。

[留意事項]
① 現在、 資料はすべて受け入れているが、 無制限に範囲を拡大すること

で震災とは関係ないものが含まれることになっている。 今後は資料の選
択についても検討する必要がある。

② 絵画については、普通の紙資料の寄贈よりも管理する慨に重大な実経
がある。その価値判断は芸術性よりも記録性に重点を霞くべきであるが、
本人の気持ちゃ動機がなければ、震災の絵かどうかわからないものも含
まれる。

③ 寄贈してもらうのに、寄贈申込書を提出させるのは失礼ではないかと
の議論がある。 寄贈をお願いする場合の書式を検討する必要がある。

④ 現物を寄贈してもらった場合、寄贈者に何が返せるかという問題があ
る。 コピーや加工された情報を寄贈者に提供するなど、 工夫の余地があ
る。

2 震災資料の分類 ・ 整理

(1) 資料の自録イヒ

震災に関するシソーラスが完成していないため、 HRAFによる分類コ
ードの応用を検討したが、 膨大な資料の分類には適切でないことが指摘さ
れた。 そのため、 内容分類はしないことを原則とし、 コンビュータを使っ
た検京システムを活用することとした。 資料を検索するときの便宜を留る
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ため、 ①出所(調査先)による分類、 ②資料作成者による分類、 ③資料形態
による分類、 の3つの区分を設定している。

f資料5 一次資料の分類主宰結枕況j

[留意事項]
① 資料の分類 ・ 整理にあたっては、 世界及び日本の文書館学(記録史料

)で蓄損されてきた「出所の原則J r原秩序尊重の原則」などをふまえ、
さらに震災資料の特性に即した方策が模索される必要がある。 現在日録
は、 『国際標準記録史料記述 一般原則� ISAD (G)に準拠して作成がすす
められている。 今後、 より内容の充実が求められる。

② 震災資料に関しては、 世界共通の防災資料として取り扱う必要性があ
り、 このような状況にも対応できるようにしなければならない。

(2 )資料の整理

災資料調査事業の調査員に整理の手}I債を示すため、 調査先番号の付け
方、資料偲票の作成等をマニュアル化した。呂録については、調査員の個々
の判断を避けるため、 最小単位を資料I点と機械的にとらえるように統
し、 現状で作成可能な仮日録とした。

〔留意事項]
① 一次資料の目録は、 資料や提供先に関する情報がつけられた記述目録

が主流になってきている。 資料の構造や内容に関する研究を踏まえる必
要があり、 目録作成は、 それだけで研究業績となる作業である。 まちづ
くり関連など一部の資料については、 モデル的に踏み込んだ整理を行っ
ているが、 今後簡の資料についても資料の内部構造分析を行っていく必
要がある。

② 提供された個々の資料には名前のついていないものが多い。 調査員が
仮のタイトルをつけているが、 それが適切であるか再度見甚すことが必
要である。
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3 震災資料の保持

( 1 )保 持

資料の劣化を紡ぐため、 中性紙の保存籍、 封筒、 薄紙を活用して保存し
ている。 保存箱は、 資料の形状(標準、 大)と種類(紙資料、 映像音声資
料、 モノ資料)に合わせて6種類に区分している。 保存箱に整理された資
料は、f人と防災未来センターJ の開館までは、 県の保有する施設で暫定的
に保存している。

[留意事項]
① 資料によって、適する保存状態が異なる。文書と写真は別の空調とし、

写真については、 低温 ・ 低湿度の保存場所を設けることが望ましい。 ま
た、 写真の劣化が最も激しく、 絶対に密着させてはならないため、 現在
も薄紙で包むなどの処理をしているが、今後とも保管の仕方については
工夫する必要がある。

② センターの収蔵庫については、少なくとも1 0年後にも収容可能であ
る見込みが必要である。 また運び込まれてきたものを保管し、 それを整
理 @ 分類 ・ 研究できるような作業スペースが必要である。

③ センターの収蔵庫のみで収蓉が難しくなった場合には、別の収蔵場所
を確保することも必要である。

(2)嬬 燕

「人と防災未来センター」へ資料を轍入する途上で、 業者委託による矯
蒸を予定している。「センター」自体は博物館として設計されていないため、
燥蒸施設がない。

[留意事項]
① 嬬蒸して収蔵すれば絶対大丈夫というわけではなく、きちんと清掃し

てホコりを払うことが大事になる。 紋蹴庫を日々清掃し、 資料の状態調
査を怠らないことが重要であるが、 展示場そのものも劣化するため、 展
示場のチェックも必要である。

② 職員や近隣住民の健康あるいは環境への影響を考えて、文書館 ・ 博物
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館などで嬬蒸はあまり行われていないのが実情であるが、「センターJ
においては、 業者委託により専用施設での薫蒸を検討する必要がある。

4 震災資料の公開

情報公開における公開制限条項を念頭におき、 震災資料の公開基準を示
した取り扱い要綱を策定した。 公開の制限は、 個人識別情報で通常他人に
知られたくない情報、 経済的不利益を被る情報、 身体、 生命、 財産の保護
に支障が生ずる情報など、 ほぼ情報公開における制限に準じている。

震災資料は、 歴史資料として利用されるのみならず防災研究や自然 ・ 社
会 ・ 人文科学の災害研究などのために緊急的に利用され得ることから、 協
会の事業目的に沿って利用する場合の特別利用、 公開制限の期間を早期に
見直すなどの配慮を行うこととした。

資料提供者に対しては、 資料の公開についての意向を次の3つの区分に
よって確認している。

ア 要綱を承認し、 センターに一任(資料の公開、 提供者名の公開、 デ
ジタル化によるインターネット上での公開の3種の公開の意味を含
む)

イ 別途協議(仮目録を作成した上で、 今後協議が必要)
ウ インターネット公開のみ不可(来館者への資料の公開、 提供者名の

公開は認めるが、 インターネット上での公開は認めない)
f資料6 (JI;f) i阪神・去を踏大震災記念競会におけQ資料段扱いに周すQ要締j

[留意事項]
① 公開 ・ 非公開は経験を積み重ねていくことが大事であり、 日本では

あまり経験が無いが、ヨーロッパでは民間出所の資料を大胆に公開して
いる国もあるので世界の常識を学ぶ必要がある。

② 公開@非公開に異議が出た場合に、 見識を持って答えられるように
準備することが必要である。 公開@非公開の問題については、 第三者的
な専門委員会を設置する必要がある。

③ 資料の公開について「別途協議jとなっている資料については、 今
後、提供者の意向を尊重しながら公開できる条件を協議していかなけれ
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ばならない。

5 ri!ンターjでの資料の公開 園 開量

(1)資料の公開

資料は、 収集から一定の期間を経過してから分類し、 取捨選択した上で
公開されるのが通常であるが、 震災資料については、 公開できるものはな
るべく早く公開していく必要があり、「人と防災未来センターJ 開館時点で
の公開も要請されるため、 明らかに公開できるものなどをピックアップし
ている。

f資fJf 7 一次資非干の公府区分j

[留意事項]
① 同時代の民間資料が 中心であるため、 公開 ・ 活用にあたっては、 プラ

イパシーの保護などに十分配慮するとともに、 資料の公開を望む容託 ・
寄贈者も多いことから、その意向を尊重して公開の幅を広げることを検
討する必要がある。

② 公開しにくいものやグレイゾーンにあるものは、 ある程度熟成させて
から公開を検討していく必要がある。 当面非公開とされるものについて
も、 一定の年限を経過した段階では公開できるよう年限解除の基準を検
討する必要がある。

③ 著作権や肖像権、 プライパシ一保護について、 法律の専門家をまじえ
て検討していく場を設けることが必要である。

(2)資料の関覧

公開基準の運用により、請求に応じて資料の閲覧を行う予定としている。

[留意事項)
① 資料によってはプライパシーに関わるものが含まれるので、公開の仕

方にも配慮する必要がある。人の目に触れでも差し支えない資料を簡単
に見られる場所と、人の日を気にせず遠慮無く広げ閲覧できる場所を確
保できる仕組みが必要である。
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② 資料は基本的に関覧により利活用するものであるが、文書は一目見て
わかるものではなく、 何頁も繰って初めてわかる。 研究利用のために多
数の資料を閲覧する場合には、そのためのスペースを確保する必要があ
る。

6 震災資料のデジタルイヒ

収集した震災資料を検察 ・ 公開できるようデ ジタル化を進めており、「人
と防災未来センター」の資料室に端末機を設置する ほか、 インターネット
上でも公開することとしている。

センター内の検索用端末では、 公開 ・ 非公開にかかわらず目録を公開す
ることが原則であるが、 資料名にも個人情報が含まれるなどの問題がある
ため、 開館時は暫定的に公開可能な資料の目録のみを公開する予定として
いる。

f資!Jf 8 主筆持管理データベースシステム梓道j

[留意事項]
① センターの検索用端末は3台を予定しているが、 利用状況等を見なが

らシステムを増やしていくことを検討する必要がある。
② インターネットでの公開については、 写真の解析、 改造等が行われる

可能性がある。不特定多数の目に触れるため館内に比べて公開の範囲を
狭める必要があり、 目録の公開を第一段階として、 徐々にコンテンツを
増やし提供していくことが望ましい。

③ 開館後は、精査した上で非公開資料についても白録を公開していく必
要がある。

④ 現在は、 資料に関する基礎的な情報のみをつけているが、 今後は専門
的な研究を継続させてさらに目録(メタデータ)を充実させていく必要
がある。

⑤ デ ジタルでできる検索には限りがあるため、 資料金体を展望できるよ
う印刷されたg録を配備する必要がある。
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第4震

fノAと防災未来セシターJの基本的課題



欝4輩 F入品:麟�未来センターJの基本的課題

1 センター構想、と資料部門

f板神 @ 淡路大震災メモリアルセンター(仮称)J の構想が進農を始めた
成1 2年度にいたって、 当研究会・ 部会は、 しばしば「センターjにつ

いての議論を重ねた。 長年にわたる震災関連資料に係わる事業のすべてが
fセンターjに受け継がれる以上、「センターJ のあり方は 当研究会・ 部
会の基本的な課題であったからである。

「センター」については、 兵庫県震災復興本部のメモリアルセンター整
備室が担 当し、「メモリアルセンター展示・ 交流委員会J などにおいて検討
された。 また、 平成1 2年度から 当研究会 @ 部会に整備窓担 当者が参加す
る措置がとられた。

しかし、「震災資料収集事業」が「メモリアルセンターにおいてどのよう
に位置づけられるのかJ r世界的にも例のない貴重な事業がどのような形で
継続されるのかjが明確にされないため、 平成1 3年7月には 当研究会リ
ーダー端信行、 サブリーダー芝村篤樹が連名で整備室長宛ての「要望書」
を提出した。「要望書jは、 現状に困惑し、 危慌を抱くとの認識を示し、 セ
ンターにおける震災資料収集事業の位置づけのために次の4つの提言を行
った。
① センターに、 震災資料を扱う専任研究員を複数配置すること
② センターで計画される広域支援1 0分野の研究体制に、 震災資料研
究を加えること

③ 専任研究員を配霞できない場合は、同等の職務権限と報酬が与えられ
る専門的人材を充てること

④ センターに資料室部門を設け、室長を始め適切な人員を配置すること
平成1 4年に入り、「メ モリアルセンタ-J は、 公募によって正式名称が

「人と防災未来センターJ となり、 4月に開館することが公表された。 同
時期に、 当研究会・ 部会にはセンターの組織 @ 機構と人員削置などについ
ての案が示されたが、 この案によると、 資料部門はセンターの研究部と普
及事業部のうち普及事業部に所属し、 震災資料研究主幹のもとに、 4名の
震災資料専門員などが配置されることとされた。
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しかしながら、 資料部門に「資料室」など独立した組織上の位置づけが
なされなかったこと、 震災資料専門員の資格は大学院修士課程諺了以上と
されながら、 非常勤嘱託のため専任研究員との格差が存在すること、 震災
資料研究主幹は研究部の上級研究員が兼務することなど、 財政事構等の制
約のなかで、多くの関係者が尽力した結果であることは認められるものの、
先の提言の内容を反映した体制が確保されるには至らなかった。

センターの資料部門が、 これまでに培われた資料事業の経験や能力を継
承し、その役割を果たし得るかどうかが懸念されるところであるが、今後、
改善がはかられ、 以下に示す「資料部門に求められる機能」を十分に発揮
していくことを期待したい。

2 資料部門 の基本的あり方

(1) センター」における資料部門は、 震災被災者、 市民、 さまざまな分野
の研究者、さらには海外の市民と研究者に開かれた施設である。従って、
資料は原則としてすべての人々に普遍的に活用されなければならず、 そ
れが可能となる資料の管理 ・ 運営が目指されなければならない。

( 2) 資料部門は国内外の市民 ・研究者ができるかぎり自由に活用できるよう
な聞かれた運営に努める必要がある。 このために、 市民や学識者など外
部からの参画により運営に対する助言や意見を得るための審議会等を設
聾する必要がある。 また、 市民 ・ 研究者とのネットワークを形成し、 震
災経験を媒介に「災害学jの発信源となることが期待される。

(3) 熱意と能力を有する資料の専門職員を配置し、専門職員を 中心に震災資
料に係わる調査研究と実務の水準を向上させ、 震災資料のセンターとし
ての役割を果たすべきである。「センターJ の開館は、 収集をふくめ震災
資料事業の本格的な開始を意味するものでなければならない。

3 資料部門 iこ求められる機能

(1) レアァレンス

今回の震災資料収集事業の特徴は、 阪神 ・ 淡路大震災というひとつのテ
ーマについて、 印刷物のみならず多様な一次資料や写真等の映像 @ 音声資
料もふくめて、多種多様な資料が調査され集められた点にある。これらを、
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幅広い市民や、 さまざまな分野の研究者 @ 専門家、 学留のために訪れる児
徒などの利用に応じて、 適切なレファレンスのもと利用に供して

けば、 これら資料群から引き出せる情報は限りなく豊富であり、 そのこと
を通じて資料部門の社会的公共的な存在意義も高まっていく。 逆に、 十分
なレファレンス機能が整備されなければ、 利用者、 特に市民は、 どの資料
をどう検索して利用すれば自分が求めている情報が引き出せるのかわから
ず、 ひいてはせっかくの資料が活かされず、 存
にもなりかねない。

(2)ネットワーク

を失ってしまうこと

ネットワーク機能については、 大きくは次のこつの分野にわけられる。
第一は、「人と防災未来センタ�J 以外の、 震災資料保存機関とのネットワ
ークである。 兵庫県公館県政資料館部門をはじめとする被災地自治体の文

館@史料館@博物館、 兵庫県立国書館や神戸市立図書館など震災文庫を
設置している公共図書館、 神戸大学などの大学図書館 。研究機関、 震災 。
まちのアーカイブなどの民間所蔵機関などが、 このネットワークの対象と
して考えられる。 各保存機関の所蔵する震災資料に関する目録情報を棺
に検索し、 利用者に対しても提供できるシステムづくりが求められるo

ネットワークが求められる分野の第二は、 広範間な利用者層と「センタ
ー」の資料部門との関係である。 室料部門を利用するさまざまな
体、 各分野の研究者、 児童@生徒と学校教員などとの簡で、 レファレンス @
サービスの過程を通して理解 @ 協力の関{系を築き、 さらにはこういっ
用者相互が震災資料の保存活用について交流とJ情報交換ができる場として
資料部門が機能していけば、 震災資料の活用の揺は大きく広がる。

こういった利用者との関係においては、 日常的なレファレンスなどの場
で、 資料部門スタップが意識的に関係構築に努めていくと 同時に、 資料を
活用した震災研究や、記録化をテーマとして講座や自主研究会の設置育成、
「サボーターズクラブjのような協力ボランティアの組織化などを通じて、
ネットワーク構築を可能とするシステムづくりが鍵となる。

こういったネットワークに、センターの研究部門もまた加わっていけば、
それを通してセンターの研究調査の成果が広く社会的に活かされ、 同時に
外部の研究者や市民との連携協力を得て、 研究調査の幅も広がって行くで
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あろう。
こうして培われたネットワークによって、 資料部門における継続的な資

料の調査収集や、 整理 @ 保存・ 活用のための地道な作業に対して、 外部の
さまざまなボランティアの協力が得られる。 また、 第一と第二の分野のネ
ットワークを意識的に結びつけていくことによって、 広く震災資料の保
存 @ 活用、 震災の記録化と震災研究を担うネットワークのプラットフォー
ムとして資料部門を位置づけ、 社会的公共的なニーズにこたえる高度な役
割を果たしていくことが可能となる。

(3)構報発信

情報発信については、「センターJ の開館後も資料の調査や整理の継続、
新たな震災資料の受け入れなどもふくめて資料の整備充実に努め、 そうし
たなかで得られた資料j情報について積極的にさまざまなメディアを通じて
発信する必要がある。とくに震災資料のように、民間出所の現代の資料で、
そのうえ多様な資料についての扱い方は、 資料学(史料学)にとって極めて
貴重な情報である。 さらにはこういった資料を活用した研究成果なども、
広く発信していくことが必要であろう。 情報発信にあたっては、 情報の英
文化など国際的な対応について考慮されなければならない。

(4) 望書査 a 研究

これまでに記した資料部門の機能を主に担うのが、資料専門職員である。
たとえばレファレンス機能は、 資料の呂録情報を整備し、 コンビュータ端
末やインターネットを通じた検索手段を整え、 利用者からの多様な求めに
応じて必要な資料情報を的確に開示し、 資料を関覧利用に供することでな
ければならない。 こうした資料専門員には、 アーキゼスト(文書館専門職)
ないし司書的な専門的知識、 震災をはじめ都市災害 @ 防災に関する一般的
知識、 資料部門の所蔵する資料や、 他機関の所載する震災資料についての
くわしい知識、 一般市民や児童 @ 生徒から専門研究者にいたるまで、 その
求めに応じて適切な資料情報を提示できる接遇能力など、 幅広い知識 @ 能
力が要求される。

資料専門職員に必要な知識・能力は、一定の専門性を有するスタップを、
託ある地位 @ 処遇のもと継続的に麗躍し経験を積ませることによって培

われてくる要素が大きい。 資料部門に、 内外の資料専門機関 @ 組織との研
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究交流をふくめて調査研究機能をもたせ、 不断に資料専門職員の能力の向
を図ることが必要である。 特に、 何時代の民間出所という特殊な資料を

取り扱い、 震災資料保存機関や利用者とのネットワークを形成する必要が
あることから調査研究機能は重要である。

fセンターjにおける展示についても、 業者まかせにするのではなく、
資料部門スタップおよび研究部門スタッフの調査研究事業の成果に基づい
たものにしなければならない。
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おわりに

阪神・ 淡路大震災関連資料の収集・ 保存は、 日本での資料の収集・ 保存事
業において未曾有の経験であった。 その意味の一つは、 収集・ 整理・ 保存の
方策を考えるにあたって、 従来の文書館学(記録史料学)や博物館学の蓄積だ
けでは対処し得ない多くの重要な課題が提起されたことである。

さらに、 さまざまな機関 @ 団体・ 個人の積極的な協力のもとに事業が進め
られたことも見逃せない。雇用促進事業に基づく大規模な所在調査において、
なお震災の傷が癒えない時期であるにもかかわらず、 3.400にも上る団体・
個人が資料を寄せ、 多くは震災経験者である400人余りの短期雇用の調査員
が熱心に仕事に取り組んだ。 メディアも、 しばしばこの事業を取り上げ大き
な社会的関心を集めた。 震災関連資料の収集・ 保存の事業は、 震災経験を伝
えたいという幅広い市民の思いの上に展開されたのである。

震災関連資料の収集・ 保存の事業は、 今春に開館する f人と防災未来セン
ター」において、 引き継がれ、 公開・ 利用がいよいよ始まる。 事業に協力・
参加した数多くの市民の願いに応え、あの惨事の体験を後世に伝えるために、
「人と防災未来センター」が、 高い専門性と幅広い市民の思いを結び、 活用
される施設となることを心から期待したい。
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資 料 1

研究会@ 部会委員名簿

「震災資料の保存・利用、 及び活用方議に関する研究会J

役 織 氏 名 時議 名 備 考

リーダー ムH而以Z 信行 京都輪女子大学文化政策学部教授 ・
文化政策研究センタ一所長

す7" 1)ーゲ一 芝村 篤樹 桃山 院大学経済学部教授
委 ♂田，仁二、，、 大村 姑一 宝塚造形芸術大学映像造形学科教綬

!I 橋爪 紳也 大阪市立大学大学院文学研究科助教授
月 田中 聡 京都大学訪災研究所助手
11 中村 善則 神戸市立薄物館学芸課長 洲脇 一郎

(，，-，平成11年3月)
" 宮本 博 兵庫県立図書館司
" 山崎 均

兵庫県立近代美術館学芸部門常設展 ・
コレクション収集管理グループ主査

才7やず}ハや一 林 春男 京都大学防災研究所教授

同風呂 賢
神戸大学附属図書館情報管理課 稲葉 洋子

" 国書受入掛長 (�平成13年3月)

f震災饗料の保存・利用、 設び活用方策に関する研究金J検討部会

役 職 氏 名 日議 名 備 考

リーダー 芝村 篤樹 桃山学院大学経済学部教綬
委 員 奥村 弘 神戸大学文学部助教授

11 辻川 敦 尼崎市立地域研究史料館課長補佐
!I 大西 愛 大阪大学出版会

事務局

氏 名 目議 名 備 考

岸田 正期 調査第1部長 諌山 一彦(-----平成12年3月)

丸野 4多 調査第工部主任研究員 益田 信行('"平成11年3月)
下村 恒雄(平成11年4月'"'-13年3月)

山内久美子 研究員 藤尾 豊(�平成13年3月)
佐々木和子 門嘱託員
柴田 和子 専門嘱託員
伊藤亜都子 門嘱託員
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E中
。、

一次資料の収集状涜(平成14年2月末現在)

1圃 震災護料調査事業(事務12ン舎一分)

冊子 ファイjレ 一紙 ホッチキス ウヲップ ひも織じ 写真 ビデオ止め 止め

第 1期 248 1，952 3，006 15，423 2，733 620 812 489 126 
80 177 109 35 24 264 5，748 283 

第2期 31 993 1.514 4，385 969 344 20 408 102 
276 19 9 84 4，795 149 

第3期 69 1，167 2.539 13，587 4.476 379 141 577 145 
146 689 1，131 8 18 ヰ17.537 374 

第4期 5 433 4，583 3，264 23 104 59 
42 329 61 15 1，937 214 

合計 353 4，545 11，642 36，659 8，400 1，366 1，075 1，578 432 
80 641 1，037 1.310 58 126 535 30.017 1，020 

協会分

3.総計

総計

来各嘆盟の上最が髄粟の点数、下設が写棄の枚数園ビデオの点数。

写真 本。ケット
YJ�ハ惜ム Y }�I\.ム

179 377 
14，296 9，088 

147 449 
10，583 11.323 

122 237 
6，601 5.031 

76 449 
6.322 3，632 

524 1，512 
37，802 29，074 

その他 百十

2，829 28，794 
1，640 31，744 

712 10，074 
1.442 28，6801 

483 23，922 
2，818 34，624 

4

4
2 6

1

3
4

9

E 1

7 

1 91735 
2，816 

4，4391 72，525 

6，164 1 107，864 

E高
胡岳
斗品

'" 



N 
"'-l 

震災資料説査事業進捗状親善受(全期累計〉

第

英耳
i苦
事詩

第

翼書
活
動

第

期
j舌
動

第
四
期
i舌
動

訪問先区分 調査開始日 調査終了臼 アプローチ 対象件数
{牛 数

資 料収集先
件 数

NPO曹がう〉子イ7 2000/07/06 2000/10/30 776 776 221 
宗教間体 2000/07/05 2000/10/30 2.482 2.482 343 

復興公営住宅 2000/08/30 2000/10/30 46，933 623 196 
その他申し出のあった領人 2000/07/04 2000/10/30 281 281 告3

闘治会 2000/09/12 2000/10/30 1，250 145 63 
コープこうべ 2000/09/27 2000/10/30 113 113 4 

そのあ他った申鴎し体訟の 2000/07/04 2000/10/30 17 17 8 
一期合計 --

〆〆/〆〆〆 51，852 4.437 926 
任裁団体 。/11121 2001/03/30 1，6自2 1，692 215 
小学校主主 2000/11/25 2001/03/30 104，753 1.537 633 

前期苦i線分 2000/11/01 2001/03/30 (1) (1) (1) 
近携窮査活動 2000/1125 2001103/30 416 416 56 

二葉里会計 ------ ------ 106，861 3，645 904 
小学校区 2001/04/19 2001109/30 43，000 480 224 
事業所 2001/05/23 2001/09/30 5，131 5，131 1宮5
労働組合 2001/06/21 2001/09/30 1，968 1，642 76 

学校関係綱変 2001/08/01 2001/09/30 1，581 1，581 557 
まちづくり協織会 2001/04/27 2002/02/28 138 138 34 

その他 2001/04/1告 2001/09/30 2，061 2，114 74 
三三期合計 � 53，879 11.086 1，160 
小学校震 10/01 2002/02/28 11，000 423 101 

家ちづくり協議会 2001/10/01 2002/02/28 138 告 g 
インフラ麹係 2001/10/01 2002/02128 880 580 172 

関期合計 � � 12，018 1β12 281 
総 合 計 ----- I� 10 20，18号 3，271 

※1援災夜明のみのため訪問しなかったもの。促し、f所在情報のみの調査先件数J Iこは含む。
※2先方の都合により商談の折り合いがつかなかったか、又は訪問が著しく霞難であったもの。

資料有

資 料点数計

20，357 
2，047 
1.494 
1.011 

196 
859 

2.830 
28，794 

2告08
4.371 
2.415 

380 
10.074 

3，345 
1β56 
1，743 
8，065 
8，819 

294 
23，922 

1，317 
1，615 
6，803 
9，735 

72，525 

平成14年2)928日現在(累計)
うち連絡済件数

訪問等可

訪 問済 未遠絡{牛

来訪問 訪 問不可 連絡済計 数 ※2
訪 問等可合計

資料無 訪問済計 ※1 
所在情報のみ
の貌査先件数

20 91 332 G 332 419 751 25 
32 409 784 G 784 1，698 2.482 Q 

295 61 410 142 552 71 623 G 
20 162 275 G 275 5 281 G 
53 2 81 37 118 27 145 G 
8 81 91 2 93 13 106 7 
6 5 17 G 17 む 17 G 

434 811 1，990 181 2，171 

寄
4.405 32 

63 586 864 む 864 1，692 G 
55� I 

232 119 984 。 984 1，537 G 
。 G (1) s (1) (1) O 

56 304 416 8 416 告 416 O 
351 1.009 2，264 a 2，264 1，381 3，645 。
123 49 359 37 396 84 480 I む
77 315 574 13 587 4，544 5，131 G 
15 93 184 。 184 1.458 1，642 G 
27 221 805 。 805 775 1，580 

104 O 138 G 138 G 138 G 
39 183 295 296 1，818 2，114 む

385 861 2，355 51 2.406 8，679 11，085 
22 106 229 む 229 194 423 。

O 9 G 告 思 s 。
O 85 257 。 257 323 580 a 

23 191 495 G 495 517 1β12 。
1，193 2，872 7，104 232 7，336 12，811 20，147 33 
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連 絡 騨 撞

1 調査先番号

2 調査先名

3 

4 調査先住期

5 ?官童話番号

6 連絡躍援 器 時 造事 丹 日( 時

内容

連絡者名

日 時 年 舟 自( 時

内容

連絡者名

器 時 年 月 時 (
時

内容

連絡者名

:ァ訪開予 器時 年 丹 語 ( 時~

8場所の特徴

(最寄り駅、
自印など)

9 訪問 定 調査

楽6連絡罷睦欄が本題すれば2牧島へ 01.04.01 

34 



費料{罷襲襲 / 

調査先番号 出所番号 護料番号
作成者キーワード

(2つまで)
資料名

作成者E発行者

作成年舟器 様式 大きさ / 本文・ページ

静態 1 2冊子 4-紙 5ホッチキス止め 6クリップ止め アひも嬬じ

9ピデオ 10写真アルバム 11ポケットアルバム 12その他(

数量 受入毘

公開について 1記愈協金(センター)にー佳 2完IJ途協議

受入形態 1寄贈 2寄託 3 i善用(譲写) 4その他(

1箱2モ/箱35央{象齢音博資料

保存箱種類 箱4大箱5モ/大箱6箱外 保存箱番号 記入者氏名

1 一般刊行物zミニコミ紙閉ニュース

備考 撞類 2その他

/ 

調査先番号 出所番号 資料番号
作成者キーワード

(2つまで)
資料名

作成者・発行者

作成年用語 様式 大きさ / 枚峰ページ

育長態 1ノート 2冊子 37ァイ)1，; 4-紙 5ホッチキス止め 6クリップ止め 7().も鱗じ

9ピデオ 10写真アルバム 11ポケットアルバム 12その他(

数量 畳入 自

公開について 1言'2�生協会(センう Iこ-佳 2完IJ逮協議

受入静態 1寄贈 2寄託 3 f'器用(被写〉 Aその{寵(

1箱2モ/籍3映{象'審声資料

保存箱撞類 箱4大箱5モ大箱6箱外 保存箱番号 記入者氏名

1-椴刊行物園 一 聞ニュース

髄者 議類 2その他
門町υ円ぺパV



調査先番号 年 月 盟( 寝午後 時

住 所 市

1 2 

4 1 2 

4 
孟司目H

2

2i
E

gt

 

1 2 

一�----I-------…一一一喜 一一一一?←吾

4 

1 2 
1 2 

1 2 
1 2 

I�-� l 

4 
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護料群構報 B
I (し 資料か、 どこで作成した資料か、 飼iこ鎧った資料かなど)

メ =E I (活動期間、 活動内容、 活動人員、 、 {世田体との連携の鶴子、

(時期、 期間)、

一宮、 震災で縛た数割、

37 
01.04.01 
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番先

円弘

容品

N

調

所場影撮
司
世小

号

室内帆

番寸ヰ・山車1資

ili--4

 S 
5 
5 
2 

剛………一寸嗣岡田田園田園吋園町一一…側一一E吋E園田一一…剛剛一一一-----皐醐ー…剛一一回目白圃回日目刷剛網開剛…剛剛一幽回一回--18---田園田園刷明開剛剛嗣耐嗣輔剛一個--園田町四剛開……一町一園田園田園

s 
g 
g 

蜘刷剛鵬劇剛蜘剛剛嗣嗣官田園田園田置園田唱圏直間開削剛欄剛嗣凶--回置吋園田町剛剛剛酬刷鱒桐畑副田盛田園田園田E司咽酬剛附剛嗣輔副裕樹嶋田園田園圃E園田園田唱四同剛欄刷輪綱同剛輔副四回園田---田2・田恒慣時世個刷網棚欄嶋市園田園田園田園田園田--酬棚網棚嗣割前旬開----皿田園陸自即

' 

細則剛糊糊嗣鱒帽耐制1--------1側綱刷刷側側側嗣輔副-----1-回欄樽鵬剛嗣楠岡幽偏置園田----園田桐欄酬剛剛酬嗣鵬国岡国自--田町田恒咽吋剛剛酬嗣偏榊圃凶国E園田--園田園邑園日開耐耐柵棚網棚嗣同情E園田園E園田園田園町刷暢柳欄師側同岡田回園田園田町欄開欄剛附

E 
S 
S 
B 

E自由-----園田4噂卿欄酬側同輔・4幽圃園田恒国--圃剛欄網棚剛吋嗣細目園田-----閉剛嗣欄剛欄剛刷嗣制圃E曲E自由自蝿明朝開聞剛欄闘嗣陥由-04----園田町岬剛岡剛欄倒防備胸嗣幽同個目隠副置担咽田園田園田皿胆町柳欄剛網棚剛酬附御園田園田----網剛欄剛嗣附嗣刷岡園田圏直

2 
2 
6 
5 
6 

-----同開削閉m・晴樹醐嗣恒也--回，--園田園町酬鵬刷備剛岨園田a噌園田胆四時網棚剛闘側側倫舗幽由園田園田----刷剛柵網棚酬輔輔副島田園置園町-..剛開欄刷剛嗣姻輔副刷四回目白------1固四国胆聞剛柵耐剛剛剛剛嗣舗圃阻師陣軍国間----刷暢柳欄嗣嗣同同園面園田園田園血--

B 
9 
2 

削剛欄備附醐剛嗣陶側1-----圃開吋欄剛網棚酬剛蜘白岡田園田--..，四聞剛刷附酬嗣幽師幅国E園田園田回開閉刷刷欄剛酬剛輔国岡圃-------朝欄欄吋酬酬剛岡幽回国圃---園田園田崎馴開聞E閤輔酬酬剛剛附胸帽岡田回目置園田園田園田園田町欄欄酬醐脚嗣幽園田園園田四回岨刷剛聞剛剛

5 
2 
2 

-----------1-剛剛酬酬酬倫吋陶困圃園田------・網棚剛吋嗣嶋岡同国国----園田--噂綱嶋剛剛蜘幅値圏------個師欄脚掛剛刷剛欄嗣崎町居恒国E園田園田胆網棚柵網棚欄欄嗣嗣晋嗣-幅回国園田-----園田---圃圃帽帽柳欄剛嗣蜘届国自--園田園田陣欄剛欄耐胸側刷

E 
z 
g 
g 

剛酬欄暢聞欄間柳欄剛司副幡E園田--・4園町田町暢剛剛榊鮒刷嗣園田E・.--薗--剛柵網棚網岡崎剛剛嗣同園田----剛司帽酬明剛剛剛欄刷同嗣幽園田園田園田4園町甲胸柑嶋剛剛糊制隔胸同国園田園園田18____園田E騨剛開欄働側酬剛附欄剛胸酬嗣----盟国回目町側欄綱嶋刷綱同調園田面白

E 
E 
B 
E 

----田町-----1網棚働側樹園同吋---園田園田帽開網棚網剛醐吋嗣-----園田町晒帽情欄暢酬剛剛傭価値目--園田---剛聞欄柵欄剛剛欄鮒楢幽..-園田園田園・園田陣網明剛刷欄網棚嗣嗣目一周嗣周回国嗣帽園田---圏直田園田恒田町剛柳欄蜘鵬婦間園田回目--園田司脚峨岨酬酬

2 
8 
2 
E 

--同情欄欄胴剛網棚4酬剛刷凶圃薗圃回答・--園田明欄附醐柵嗣幽陣圃・4園田----聞開剛欄剛酬欄.嶋崎幽陶圃・園田・E園田晴樹欄欄剛棚網縄師剛剛凶掴醐圃4・E園田--母国胆帽剛欄棚網棚酬剛剛嗣E舗幽嗣困陶圃陶冒値働薗圃園田園E園田---巴嶋崎帰嗣剛輪禍嗣帥師同-----園田自国剛輔

2 
8 
2 
g 
e 

---軍司帽E開開閉層 、欄欄嗣剛嗣凶園田t------開閉網棚帥輔幡随 吋田由-------酬明削柳欄附剛帥網岡田園田---田園田・--柳欄棚網棚刷蝋宿4副園圃------軍司朝関剛欄聞脚開欄ド剛剛欄剛柵幡嗣嗣嗣剛幽園臨園田園田幽園田----・田嶋欄附耐陶綱嶋岡田面目E園田--

-----膏町田--i柵嶋剛剛剛幽酬吋田園-----ー欄剛網棚柵酬申同国E園田E園田園帽明開閉開剛網棚陶幽同直自国E薗園田町邑咽明柳欄暢棚網棚鵬4剛岡山圃圃置園田---園田園園開刷閉園，-欄剛剛開耐網棚網酬剛剛剛刷晦幽輔副困嗣国----園田町四四剛欄柵棚網剛附楠岡梅園国国

--剛欄附剛剛酬剛剛・4同幽----自国....--自由同開剛暢納剛繍薗園自-1園田---胆血噂刷欄嗣嗣耐醐制帽嗣曲個------咽師陣層制網棚醐輔副勝岡崎回-..a----園田園圃・回開聞剛開網棚剛酬柵g剛剛剛蜘酬柵嗣輔副嗣凶師国E四国自圃由冒回目園田町制鴨刷開制帰欄刷剛胸輔幽画圃値目岡田

2 
8 
2 
5 

園E曲目EEEEEE4同樟網棚網刷酬4嗣幽園田E圃E田園町開閉柵欄申同幽嗣幅---------剛開剛棚網棚剛嗣輔副圃--由圃圃E田町剛胆欄嶋欄剛峰柵糊酬綱同副同園E白E恒国園田盟国国_Ia__町四国間同岡崎剛耐欄剛剛剛附榔酬剛剛楢楠同由同--園田園田圃同副担咽欄刷開制暢輔

s 
s 
s 

--圃----咽園田十酬欄嗣剛嗣嗣」園田園--園田田園調剛削酬剛品開園田園園田園田恒帽胸骨噂綱嶋剛嗣剛帽醐国自国園田置園田町帽由四個騨開剛酬酬」嗣輔自由自国師----

構 考

録画媒体 ピヂオ 分宇一ブ 本 その地(

録普媒体
カセット 分子一ブ 本 MDディスク 分 枚
c 。 分 本文 その他(

寵供者名 年 月
'01. 04. 01 
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<モノ写真保存ファイル用>
モノ資料写真調査票
調査先番号

No. 枝番号 i
E 
B 
B 
E 
E 
Z 

調査先名

撮影日 | 

<1.モノ 2絵臨 3.その他( )> )地臨
※該当するものにOをつける

出所番号 資料番号

被写体タイトル 撮影者名 撮影場所

間関同開ーーー崎 ---ーーーーーーー-�圃幽幽白ーー回目値圃幽歯固ーー旬回-，.ー・・ーー-----直田開閉幽ー・・司m・--・ー--_.司明司師同司・・ー-----_.ー幽ーー・・・・・".圃幽幽価値幽幽幽幽幽幽面幽圃幽幽幽幽幽幽幅削a剛網開開問問開聞欄w・・・ー--幽幽幽幽幽岨幽岨幽幽幽幽島園幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽幽圃幽圃圃幽
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Zム認え舗 1. 寄贈2. 寄託3.構爵4. その他( 受入毘 年 丹 自

1. センターに一佳 2. 完IJ途協議 記入者名
01/04/01 
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山一円時一

匁力
「

マ

方d
労fト輪一轟 i 勤務日 | 年 月 口U ) I 勤務手 |

e資料整理 -訪問調査 @ その他

I...�資料配布先、 訪問先、 訪問時間、 同行者、 作成資料名など�............L�完了、未完、要輔等)業務内容の
記録

備考(借用した資料がある場合は、 資料名、 返却予定日、 返却日など記入)
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一次資鮮の分類主宰議官段掠
資 料Dl

1 . 出身ザ f調査先:) "ごよ�分類
分類環自

120)壊罷かも2つまで謹駅
①個人(避難所、飯設住宅、護興公営住宅関保者を瞬く)⑦教帯a研荒機関(保膏所を含む)

②寵興公営住宅 ⑧マスメヂィア

⑨行政a外郭団体

⑩避難所(自治金を舎む)

③ボランティア隠支譲匝{本節宗教団体等

⑨まちづくり協議金悶コミュニティ組織

⑤事業所(企業)

⑥卦働組合二箆護霊盤
⑪{震設住宅(依設自治金を曾む)
⑫その地

2.主著斜詐成長すjごcと�分譲事
分類理由

12壊êIか品霊つまで選択
1錨人(2�審謹興公嘗住宅関様、10避難所関{菜、11髄設住宅関需を除く)
被災地の{闇人、被災地外の個人
2.災害鑑興公醤住宅関龍
窟住者、自治会等
3.ボランティアaヨ定接ßfi鉢a宗教関体等関罷
ボランティア困支援由体、宗教団体等
4.まちづくりEコ韮ュニティ組織
まちづくり協議金、臨治金、町内金、住宅再建組合等
5.事業所(企難関髄)
交通機関、ガス、電気、電話等
6.欝鏑組合凶住鷺盟体関{系
労働組合、住意団体等
7教首脳研究機関関罷
保曹冊、幼誰盤、小、中、高校、大学(研費者を含む)等
8閉マλ留メヂィア
新聞社、出販社、放送関係等
9.持政綱外輔自体
保{建、環壊、揺社、住宅関連、道路、水道等
10.避難所関鎌
避難者、施設管理者、避難所自治会等
11.髄設住宅購犠
層住者、富治金等i辰吉堂島治金、ふれあいセンター運堂委員等

3. j響禅厳選番jごよ�分蓮華

12 
①ノート
②冊子
③ファイル

1 
⑧一紙
⑤ホッチキス止め
⑥クリップ止め

分類寝間
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⑦ひも織じ
⑧写真
⑨ビデオ

⑬写真アjレバム
⑪ポケットアルバム
⑫その地



「資 料DI

阪神@淡路大震災記念協会における資料取扱いに関する要綱

第1条 趣旨

財団法人阪神 ・ 淡 路 大震災記念協会 (以下 「記念協会J)は、 「阪神 ・ 淡 路 大

震災からの復旧 @復興の状況や震災から得られた様々な教訓を踏まえ、 人類の

安全と共生について、 総合的な調査研究を行い、 それらの成果を広く情報発信

することにより、 全留の災害対策はもとより、 大都市機能の改善J等に資する

ことを設立の趣旨としている。 この事業の豊かな実りのために、 震 災の経験お

よび復!日・復興の実態を伝える各種の資料 ・ 記録類 (以下「震災資料J)を収集@

保存し、 プライパシーの保護などに対して慎重な配慮をしつつ、 原則としてそ

れらの公開を行うものとする。 本要綱は、 これらの震災資料の取扱いについて

必要な事項を定めるものである。

第2条 資料の寄贈

資料の寄婚を受ける場合は、 寄贈申込書偽Ij記第一号様式)の提出を求め、 寄

贈受領書 (別記第二号様式)を発行交付する。

第3条 資料の寄託

資料の寄託を受ける場合は、 寄託申込書 (JjiJ記第三号様式)の提出を求め、 寄

託預り書 (別記第四号様式)を発行交付する。

第4条 資料の借用

資料の借用を行う場合は、 震災資料仮受領書 (Jjlj記第五号様式)を発行交付

する。

第5条 取扱い原簿

資料の寄贈@帯託については、 それぞれ原簿を設け、 処理する。

第6条 被製

文書資料の複製物は、 に準じて整理し、 利用に供する。
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第7条 資料の公開

提供された資料は、記念協会が保管し、当協会および当協会の事業を引き継ぐ

機関の設量目的のために活用し、 公開を行う。 なお、 資料の提供に際して提供

者から条件が附された場合には、 当該条件を踏まえて公開を行うこととする。

第8条 公開の制限

1 公開の制限

提供された資料が次に掲げる事項に該当する場合には、 公開を制限するもの

とする。

(1) 寄贈者等から公開に関し特約等があるもの。

( 2 ) 個人に関する情報を含む資料であって、 特定の個人が識別され得るも

ののうち、 通常他人に知られたくないと認められるもの又は特定の個人

を識別することはできないが、 公にすることにより、 なお個人の権利利

益を害するおそれがあるもの。

( 3 ) 公にすることにより、 法人等および傭人事業主が円滑な事業活動を営

む上で正当な利主主を害すると認められるもの。

(4 ) 公にすることにより、 人の命、 身体、 財産等の保護に支障が生ずると認

められるもの。

( 5 ) 法令または条例の規定により、 公にすることのできないもの。

2 制限の解除

自己の情報に関わる資料は、 開示を請求することができる。 その場合 、 前項

の規定の趣旨に照らし支障のない範囲で、 専門委員会の議を経て当該情報を開

示するO

3 制限の見直し

( 1 ) 第1項第2号から第5号の制限に係るものについては、 作成又は収受さ

れてから1 0年を経過した後、 専門委員会の協議等を経て見直すことが

できる。

( 2) 家族等の情報に関わる資料への親族等からの公開請求については、 専門

委員会の協議等を経て公開制限の見宜しを行うことができる。
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第9条 特別利用

1 記念協会は、 前条第1項に該当する資料について、 特別利用の申し出があ

ったときは、 次の各号に該当する場合に限り関覧を許可することができる。

( 1 ) 記念協会の設置目的に沿った調査及び研究のために用いるものであり、

震 災資料特別利用申請書 (別記第六号様式)による申請に基づき専門委

員会の承諾を得たもの。

( 2 ) 寄贈等を行った者から特別利用の申し出のあったもの。

( 3 )その他これに準ずるもの。

2前項の利用は特別利用とし、 申し出により許可を得るものとする。

3 特別利用による調査及び研究成果の公表については、 寄贈等を行った者から

の条件の遵守、 プライバ、ンーへの配慮、等、 協会が要請した条件を厳守するも

のとする。

第1 0条 利用制隈等への苦情申立て

公開の制限及び特別利用の規定に基づく制限等に対し、 申請者は利用制限等

苦慢申立書031J記第七号様式)により苦情申立てを行うことができる。 記念協

会は、 専門委員会に諮りこれを審査する。

第1 1条 専門委員会の設置

記念協会に、 震災資料の取扱いに関する専門委員会をおくことができる。 委

員会は、 公開制限の見直し等の資料の取扱い及び利用制限の苦情申立てに関し、

記念協 会からの諮問に応じるものとする。

第1 2条 事務手続等

この要綱に定めるもののほか、 事務手続等について必要な事項は、 記念協会

が別に定めるものとする。

時 期
(施行自)

この要綱は、 平成1 2年5月8日から施行する。
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附 員リ

(施行日)

この要綱は、 平成1 2年1 0月 3 日から施行する。
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(第一号様式)

No. 

寄 贈 -申 込 霊童
E3 

年 月 日
(財) 阪神 ・淡路大震災記念協会

理事長 殿

所
L
名

住
五

氏 �n 

阪神 ・淡路大震災記念協会資料として、 下記の資料を寄贈します。

記

一、 資 料 名・ 数量

ニ、 特約事項
・寄贈された資料は、 当 協会の所蔵する資料として大切 に管理し、 当 協会及び 当 協会の事業を

引 き継ぐ機 関 の設置 目 的のため に活用いたします。

・ 資料 の捜製物 は、 原資料に準じて取扱いをいたします。

@ 資料 の公開について
a 要綱を承認し、 協会 に一任
b条件付きで公開

条件 公開時期の指定(何年後)

内容

その他
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寄 贈

ヰ菜

受 領 童
院議

(第二号様式)

年 月 自

(財)阪神 ・ 淡路大震災記念協会理事長

阪神 ・ 淡路大震災記念協会資料として、 下記の資料を受領いたしました。

記

一、資 料名・数量

二、特約事項
・寄贈された資料は、 当 協会の所蔵する資料として大切 に管理し、 当 協会及び当 協会の事業を

引 き継ぐ機関 の設置 目 的 の ため に活用 いたします。

-資料の複写物は、 原資料に準じて取扱いをいたします0

.資料の公開について
a 要綱を承認し、 協会 に一任
b条件付きで公開

条件 公開時期の指定(何年後)具体的 に

内容 具体的 に

その他

このたびは、貴重な資料をご寄贈いただき、j享く御礼串し上げます。上記の条件にしたがい、
(財)阪神田淡路大震災記念協会資料として、永く保存匝活用させていただきます。
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寄 託

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会
理事長 殿

申 込

所
L
名

住
mu

氏

阪神 ・ 淡路記念協会資料として、 下記の資料を寄託します。

一、 資 料 名・数量

記

重
隠ヨ

(第三号様式)

No. 

年 月 日

�n 

ニ 、 特約事項
・寄託された資料は、 当 協会の所蔵する資料に準じて大切 に管理し、 当 協会及 び 当 協会 の事業を

引 き継ぐ機関 の設置 自 的のために活用 いたします。

@ 資料の援写物 は 、 原資料に準じて取扱いをいた します。

・ こ の資料の返還を必要とする場合は、 本書と 引 換え に資料を返還します。

・ 地震など不可抗力 によるこの資料の損害に対しては、 その責を負 いません。

.資料の公開について
a 要綱を承認し、 協会 に一任
b条件付きで公開

条件 公開時期の指定(何年後)

内容

その他 具体的 に
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寄 託 韻 り

様

童
Eヨ

年

(第四 号様式)

No. 

月 日

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会理事長

阪神 ・ 淡路大震災記念協会資料として、 下記のとおり 資料をお預かり しました。

記

一、 資 料 名砲数量

二、特約事項
・ 害託された資料は、 当 協会の所蔵する資料に準じて大切 に管理し、 当 協会及び当 協会の事業を

引 き継ぐ機関 の設置 目 的のため に活用 いたします。

・ 資料の複製物 は 、 原資料に準じて取扱いをいたします。

・ この資料の返還を必要とする場合 は 、 本書と 引 換えに資料を返還します。

@ 地震など不可抗力 によるこの資料の損害に対しては 、 その責を負いません0

. 資料の公開について
a 要綱を承認し、 協会 に一任
b条件付きで公開

条件 公開時期の指定 (伺年後)

内容

その他

このたびは、 上記の貴重な資料をご寄託いただき、 !事く御礼申 しあ げます。
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阪神 ・ 淡路大震災記念協会



(第五号様式)

No. 

震災 資料仮 受領書

年 月 日
様

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会
理事長

阪神 ・ 淡路大震災記念協会資料と して、 下記のとおり 資料をお預かり しました。

ロ
い
三
口

一、資 料 名箇数量

ニ、借用期間

年

三、 特約事項

月 日 ~ 年 月 日

@ 資料は、 当 協会の所蔵する資料に準じて大切 に管理し、 当 協会及び当 協会の事業を
引 き継ぐ機関の設置 自 的のため に活用 いたします。

- 資料の複製物 は、 原資料に準じて取扱いをいたします。

@ この 資料の返還を必要とする場合は、 本書と 引 換え に資料を返還します。

神戸市中央区東川 崎町工 了 目 1番3号
TEL 0 78 - 36 1 - 5 1 1 5  

阪神 ・ 淡路大震災記念協会
担 当 Þ:D 
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(第六号の一様式)
震災資料特別 利 用 申 請書

年 月 日
(財) 坂神 ・ 淡路大震災記念協会

理事長 殿
氏名
住所
連絡先
職業

門川ドι←

 

次のとお り 、 調査及び研究計画 ・ 研究 呂 的を添付し、 震災資料 の特別利用 を 申 請します。

1 調査及び研究分野

2 調査及び研究代表者および研究分担者 (代表者には氏名 の前にOをつける)

氏名 所属機関 ・ 部局 ・ 職

3 利用 資料

4 当 該資料の利用方法 (公表する場合はその方法)

1 5 個 人名 の取塾し \ 企窒Lない 又は公表す一号場合はそのJ妥当性f:::っし 、て記載]

資料は、 上記の利用 目 的外には使用 しません。

ワ叫にd



(第六号の二様式)

6 調査及び研究 目 的
( 当 協会の資料 を利用 して、 何を明 らかにしようとするのか、 具体的かっ 明確に記入して下さい。 )

7 調査及 び研究計画
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阪神 ・ 淡路大震災記念協会
理事長 殿

利 用 告IJ 隈等苦構 申 立書

氏名
住所
連絡先
職業

年

次のとお り 、 震災 資料の利 用 制 捜等 に対し苦情 申 立を 申 請 しますc

苦情 申 立 の 内容

処理欄

54 --

(第七号様式)
No. 

月 日

�D 



災 資 料 受 領 書 (セ ン タ ー用)
年 月 日

様

阪神 ・ 淡路大震 災 関 連 資料 と し て 、 日己の と お り 資料 を お 預か り し ま し た。

百己

資料名 ・ 数量

二、 受入形態

1 . 寄贈 2 . 寄託 3 . 借用

三、 借用期 間

年 月 門口 年 月 日

四 、 返 却 日

年 月 日 提供者サ イ ン

五、 特約事項

・ 資料 の複製物 は 、 原 資 料 に 準 じ て取扱い を い た し ま す。

- 品 該 資料 に つ い て 、 本書以外の受領書が発行 さ れた 場合 は 、 本書は無効 と し ま す。

- 資料 の 公 開 に つ い て

1 . 糊 阪 神 ・ 淡路大震災記念協会 (阪神 ・ 淡路大震災資料調査事務 セ ン タ ー ) に 一任

( 資料提供 者情報 の公 開 を 含 む )

2 . 別 途協 議

千 650 - 0044 
神戸市中央 区東川 崎 町 1 了 日 l 番 3 号

神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 10階
?乱 0 7 8 - 3 6 6 - 2 8 7 7

阪神 ・ 淡路大震災資料 調査事務 セ ン タ ー

担 当
=J

 

にd



No. 

震 災 資 料 受 領 書 (資料提供者用)
年 月

1柔

阪神 ・ 淡路大震災関連資料 と し て 、 下記の と お り 資料 を お 預か り し ま し た 。

記

一、 資料名 ・ 数量

一 受入形態

1 . 寄贈 2 . 寄 託 3 . 借用

三 、 借用 期 間

年 月 日 ~ 年 月 日

回 、 返 却 日

年 月 日 提供者サ イ ン

五、 特約事項

- 資料 の 複製物 は 、 原 資 料 に 準 じ て 取扱 い を い た し ま す。

- 当 該資料 に つ い て 、 本書以外 の 受領書が発行 さ れた 場合 は 、 本 書 は 無効 と し ま す。

- 資料 の 公 開 に つ い て

1 . 財仮神 ・ 淡路大震災記念協会 (阪神 ・ 淡路大震災資料調 査事務 セ ン タ ー ) に 一 任

(資料提供者情 報 の 公 開 を 含 む)

2 . 別 途協議

〒 650 - 0044 ← 
神戸市中央区東市崎町 ユ

神戸ク 1) .7. タ ル
TEL 0 7 8 - 3 6 6 --;'2 8 7 7  

日

阪神 ・ 淡路大震災資料調査事務セ ン タ ー

担 当 ⑪ 
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D 料資

公開 匿分料一次、

終判新 日 付

の資料金長枠)
~一一一「搭亨古一一

一一一一志A入力 a

一二 一七」一一一←一一
考繍 (公開iニ関する参考意毘

またはインタ一本外公滞のみポザで\ モメ籍、 練
7窃窃窃詑醇耳額jζ含ま ぱ@から@の貯j プタイハトに謀ぎわ
れるそ￠櫛 ￠府議fl(めでは 何あてはまるもの全てj
まるもの会訪 問(1l ③ ④ ⑤ @
① ② ③ ④ @ ⑥ j な 名 f国 個 勤 個
字 書 付 複 :ÚR そ j し 前 人 人 務 人し き 髄 写 去 り j の の ヰネ の

込 資 物 ---. 現 i 住 篭 r 目 所
み 料 32 j 所 話 属
有 有 纂 j 番 学
り り '-' 号 校

1)(2)訟の成予ぞ￠描d塀;通車 協か6(jf)函貯汚ヂ:".シ
て「で了
① ② 窃 ④ ⑤ ⑥ i① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨な 書 付 撞 一 そ i片な 名 住 電 勤 学 顔 年 そ
し 害 警 z 雲 z 卜 前 所 話 務 校 写 齢 の

料 i 先 真 地
そ￠描￠時点崩;撤j与記λ iそ￠端fCS時点嬬均倍記λ

⑦
顔
写
真

⑮その弛
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創
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衛
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判
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自
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)

か
き
の
は
く

ら
で
も
は
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の
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る
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も
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偶
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明
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②
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( 1 ) 

( 2 ) 人物
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(鍾先}樹立 と し て は、 ②③→@→@)い く oし
① @ : 問題な く 公開 で き る と 患われ る の で、 記念協会で確認の後、 開館時に公開す る 。
命@@@ : メ モ リ ア ルセ ン タ ー 開館後 、 徐々 に判別 し た り 問 い合わせて確認 し た も の か ら 、 結論 を



8 草寺資

資料管理データベースシステム構造
{牛 名 目 録TBL調査先TBL

写真調査察徳 男IJTBL
r-ー一一一一一--.-.τ一回司自由時四回一

写真データ

写真データ モノ調査察TBL

映像 ・ 音声データ

スキャナ薗像データ

1 :  n斗... 1 写真調査票 1-+ 1 : 1  
..- ， 個 別TBし

1 : 1 ! ノ 資 料写真 l 人
調 査察TB し

ト 1 ・ 1

L1 n 

写真調査察
タイトjレTBし

n
 

1
 

調査先の件名 単位lご
作成され、 資料組票の
情報を 入 力 する

{ヰ名 g 録TBL

調査先単位に作成される
資料管理の基本となるテ
ーブル

調査先TBしトn : 1 作業管理TBし

映像音声資料
調 査察TBし

資 料調 査業TB し

勝 ・ 9色
" 込 先 . . 
.. "  l • 
.; '. .> ττ ，  

. . 
ですτマττ
網 針
制 問 " � 
H ‘ 昭 密
" 、 P η 1医 . ， 

自失{象音声調査表TBL資料調査表TBL

i 

一一

関IJ fi=fïfTBL

写真調査票
タイ トlレTBL

n 

諮資先に対する誠資・
訪問悶数など作業の進
行管理に使用する

n 

項 目 名

相談畳録番号

絡銭日
格鎖時間

応対者

格設者氏名

持鎖者団体名

棺設者郵便番号

指説者住所

相談者連絡先

相識方法

相銀内容

応対向容

儲帯

相 談業務TBL

1 :  n 

資料利用医TBL

項 目 名
資料事11m震番号
資料利用歴詳繍番号
利用度区分
利用した資料の資料ID
利用した資料の資料詩細番号
利用した図書番号

棺談業 務TBし

閲覧業務TBし

件 名 又 !ま調査票単位で作
成され複製の時Ij 作震を管
理するテーブル

複製剤i作歴TBL

主怠主
笠製笠笠査豆一一
製生涯笠怠室組旦
制作輩料の置料詳細番号

笠生懸笠
窓生f.ll，."
史生息.!.
備考 ‘ 

��蔵場所

関覧業務TBL

件名 及び調査票と
利用医との
関連TB し

1 :  n 資料利用歴TBし展示貸 出TBし

積怨名

展'1" 賞出 申鯖番号

主催
貰 出 先 名

郵便番号

住 所

電誌醤号

代墨書名

担当者名

貰出期間 (始)

輩出期間 (終)

績 不 ・ 貰 出行事名

金期(始)

金織{終)

犠考
展 市 ・ 貸出資料由形態

許可平許可区分

許可番号

展示貸出TBL

n :  1 

利用肢は件名 問 録又は調
査票のテ…ブ]レとn : mで
相互に関連づ!する

相 談 ・ 閲 覧 申 請 ・ 貸 出 等 が
有った内 容を履在主として作
成するテーブル
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臨 書管理データベースシステム構造

図書TBL

図書番号
1 : n  

1 : n -----
長一L

n 

図書
依頼 網 受入 先

TBL 

図 書区分
TBL 

依頼 ・ 受入先T8し 図書区分T8し

再軍 穏 名 軍事
図書依頼先 ・ 焚 入先番号
E主体名ふりがな
[ïJ体名

団体区分
代表者役職 ・ 鐙 言語部署
代表者・担当者名
郵便番号
住所

電話番号
FAX番 号
ロ康 ・納付警の別
ロ Eま 名 義ふりがな
ロ @o 名 義
口E基金融機関
口座交信名
口Eれ星野l
ロ 鐙 番 号
敬 称
個人用敬称
調査先番号
出所番号
備考

IjHl 名 称
図書番号
図書区分番号

配架場所又は箱番号

申請図書番号
醤書依頼・受入先番号

i 資料番号i依頼 回l 出典|依頼結果
|受入 自

且入鍍格l送料
図書依頼先・受入先番号

礼状発 送 日

資料番号

備考

図書T8し

議滋 名 称

慰霊E番号
題 名 読み

題名
孟IJ@読み
晶IJ穏
シリーズ名
シリーズ番号
者者 ー 記事作成者読み
者者 ・ 記事作成者
訳者読み
訳者
編者読み

緒者
発信者a 発行者読み
発信者・ 発行者
発 信 ・ 発行年月 臼 (初版)

創刊 臼
当該版の発行年 月 B

版次
出 版 地 ( 国 )

刊行頻度
貰数
サイズ収録時間
背表紙
背表紙の特徴

替表紙の色
冊数

情報メディア分類
ISBN 
ISSN 
LC番号
分類記号
内容分類
和洋区分
記述 袋 詰 回一一一一一回目吋
NDC 

一般地名 ・ 建物名
キイワード(絞入 力 分 )

備 考
入 力 作業済

1 :  n 

図書 内容T8し 図書詳細内容T8し

項臣名称
図書番号
図書内容番号
図書内容詳細番号
詳細内容タイトル
詳細内容
詳細頁数
禄類

項 目 名 称

図書番号
包帯内容番号
小題名読み
小説名
小小器読み
小小越
小著者・記事作成者読み
小著者 ・記事作成者
小訳者読み

小訳者
小編者読み
小綴者
小E童数 n

 
-

n n、収銭時間
i 小記述 白 詩
| 小NDC

| 小僻 考

棺談業務TBL

1 

n 

顕著書番号 十 鴎客 内 容番 号

相談参照TBL
寝苦書番号

図書番号

一一一一一一一一一一一J

入 出庫管潔1)ンク
TBL 

関連地名 ・ 災警 名 T8し 地名 ・ 災害 名 T8し
項 目 名 称

盟主ぷ艶三二五
区分
地名 . 災害名
備考

演 目 名 称
ユニーウID
図書番号
地名 災害名コ ド
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